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【緒言】近年、多孔質材料を利用した機能性材料の開発が注目されており、吸着剤や触媒担体、

ガス成分の分離や貯蔵といった用途への展開が行われている。我々も 1 nm 前後の細孔を持つ多孔

質シリカ（スーパーマイクロポーラスシリカ、以下 SMPS）を開発した 1)。この多孔質シリカは、

均一な細孔径、耐熱性、可視光透過性という利点がある。我々は、この多孔質シリカを利用して

蛍光材料の開発を行っているが 2)、本研究では、クエン酸を前駆体として利用した際に得られる

蛍光物質に着目した。 

【実験方法】1 nm から 3 nm の細孔径を有する SMPS をクエン酸水溶液に浸漬させた。573K で加

熱後、エタノールで抽出を行った。得られた抽出物は混合物であるためカラムクロマトグラフィ

ーによって精製を行い、蛍光物質の構造決定を行った。また、細孔内に存在する状態と抽出を行

った溶液状の蛍光体について、耐久性の評価を行った。 

【結果および考察】得られた蛍光物質の構造を調べたところ、ピロン骨格を有すると考えられた

3)。また、細孔内に存在する蛍光体は取り出したものに比べ耐久性が高くなることが分かった。サ

ブナノサイズのように限られた空間では、通常の熱分解とは異なる反応が起きることを示唆して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Schematic image of synthesizing Fluorescent material. 
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